
（別紙４）

～ R7年　3月　1日

（対象者数） 26 （回答者数） 10

～ R7年　2月　28日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ R7年　3月　1日

（対象数） 19 （回答数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・訪問先の先生方が、相談しやすい空気づくりをさらに行っ

ていく

2 ・今後も常に連携をとっていく

3 ・今後も常に連携をとっていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・職員の補充、研修などを取り組み訪問員のスキルをつけ、

増員をする

2

3

・訪問先ができることを把握しながら、その子にあった環境設

定を行っていく

・訪問先の先生や関わる方が実践できるような支援方法を話し

合いながら行っている。また、困っていることを都度、共有す

る

・保護者にも細かな情報を共有している

・集団生活での様子を都度、伝えて保護者の不安な気持ちに寄

り添っている。また、家庭でのフォローの仕方なども伝えてい

る。

・関係機関にも情報を共有し、その時に必要な会議や支援の仕

方を考えている
・関係機関全体で利用児を考えられるようにしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問員が少なく、行ける機会が少なかった ・訪問員を増やし、訪問回数が多くなるようにしていく

R７年　2月　21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　3月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R7年　2月　21日

○事業所名 トイロ

○保護者評価実施期間 R7年　2月　21日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


